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最近の考えでは全てを一つの装置で動かすのではなく、他の装置と組み合わせて治療を

進めていく事が当たり前になってきて居ます。その顕著な表れとしてアライナーが挙げら

れます。アライナーだけではどうしても動かしづらい症例などは他の装置と組み合わせて 

いくのが普通に行われて居ます。それは側方拡大だったり、遠心移動だったりします。 

近年メタルプリントの技術がとても上がってきました。それにより新しい装置も沢山誕

生しています。その１つが山口修二先生の SHU-lider (シューライダー)装置でしょう。ま

た、側方拡大に関しても元々あった既成バンドによる側方拡大装置からカスタマイズされ

たメタルプリントに変更してきています。その流れは 1 期治療のメタルプリントによる側

方拡大装置 RPE から成人用の口蓋に MiniScrew を使用した MARPE にまで広がってきて

います。その中で既製品の MSE を使用した MARPE から全てをカスタマイズした 

Costum MARPE まで多種に及んできました。 

弊社 ASO インターナショナルでも世界に先駆けて MARPE を発信してきました。また

アメリカのカリフォルニアで行われた MARPE Symposium の様子などいろいろな角度から

お話しさせていただけたらと思っています。既に弊社アソインターナショナルでは世界中

からこれらの装置の製作も依頼されていますので世界的な考え方などもお話しさせていた

だきます。 

 


